
発行　静岡県東部地域局地域課

2026.5.22

第39号

こんにちは！ 静岡県東部地域局です。
東部地域局通信は、静岡県東部の14市町の様々な情報を局員それぞれが独自の視点で取材編集しています。
世界文化遺産である富士山や韮山反射炉、ユネスコ世界ジオパークの伊豆半島、世界農業遺産の「わさび」
など、世界に誇る地域資源に恵まれている東部地域の魅力をお届けします。
局員一人一人の個性あふれる記事にも御注目ください。お楽しみに！

　４月20日、東部地域局とKYOJO CUPを運営する株式会社インター

プロトモータースポーツ（代表 関谷正徳氏）は、「KYOJO CUPを通じ

た東部地域活性化等に係る連携覚書」締結式を行いました。

　東部地域局は、今後KYOJO CUPと連携して、静岡県東部・伊豆地域

の観光振興、KYOJO CUPの知名度向上及び東部地域の魅力発信の

ための取組を行い、一緒に東部地域を盛り上げていきます！KYOJO 

CUPは５月９日-10日に2026シーズンが開幕しました！残り４戦、ぜ

ひ富士スピードウェイに足を運び、レースの迫力、緊迫感を目の前で味

わってみてください。

女性ドライバー限定カーレースKYOJO CUPとの連携

　伊豆半島をはじめとする静岡県東部地域のインバウンド誘客拡大に向

け、東部地域局では今年度より新たに、『富士・伊豆インバウンド通信』を

発行します。本通信では、先進的な取組やインバウンド市場の最新の動向

などを分かりやすく紹介し、インバウンド誘客や受け入れのヒントとなる

情報の掲載を目指します。創刊号を４月30日に発行しました。　

　（担当：増田）

富士・伊豆インバウンド通信を創刊しました

「KYOJO CUPを通じた東部地域活性化等に係る連携覚書」の締結

富士・伊豆地域のインバウンドに特化した情報を発信

♦創刊号のトピック♦

・統計からみる静岡の「現在地」～増える訪日客と本県の現状～　

　外国人延べ宿泊者数や県のインバウンド旅行者の国籍内訳

・在住外国人に聞く「伊豆の魅力」　

　静岡県に31年間在住し、伊豆について熟知されている

　モロイ・ジェームズ・デイビッド氏からのメッセージ

・昨年度の取組

　伊豆半島インバウンド誘客事例集ほか

創刊号は
こちらから

　（担当：下田）

(東部地域局HP)

4月２０日に開催された締結式の様子



東部地域局は、富士山麓地域から伊豆半島地域にわたる県東部地

域の14市町を担当エリアとしており、自然災害などの危機事案への

対応、地域振興や伊豆半島地域の観光振興などを担っております。

静岡県東部地域局

◀ ＳＮＳでも様々な情報を発信しています !

　QR読取り、またはクリックでチェック！

沼津市・熱海市・三島市・富士宮市・伊東市

富士市・御殿場市・裾野市・伊豆市・伊豆の国市

函南町・清水町・長泉町・小山町

　5月2９日（金）から、気象庁が発表する防災気象情報が新しくなりま

す。

　今回の変更では、河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の気象情報に関す

る情報の警戒レベルが統一され、危険度や取るべき行動がより分か

りやすくなります。

　特に「警戒レベル３」は危険な場所から高齢者等の避難、「警戒レベ

ル４」で危険な場所から全員避難の目安となります。災害から身を守

るため、最新の気象情報を確認し、

早めの避難行動を心掛けましょう。

梅雨の時期に向けた危機管理の取組

　（担当：白井）

　令和８年５月５日に本県で確認された「豚熱」につきましては、関係機関の皆様のご理解とご協力のもと、５月10日を

もって、全ての防疫措置が完了いたしました。今回は３月の「豚熱」で明らかとなった教訓や課題を踏まえ、短期間に防疫

措置を完了することができました。

　今回の防疫作業に当たりましては、県の職員はもとより、建設業協会、バス協会会員の皆様、富士宮市やJAふじ伊豆、国

土交通省沼津河川国道事務所様など、多くの関係団体の皆様から、現場での防疫作業、資機材・物資の提供や運搬など、

多大なるご支援を賜りました。連休中にも関わらず、昼夜を問わず過酷な現場で作業に当たってくださった全ての関係者

の皆様に、心より感謝申し上げます。

　また、地域の皆様には、防疫作業へのご理解をいただき、温かく見守っていただきましたこと、心よりお礼申し上げます。

　今後とも、皆様との連携を一層強化し、危機事案への対応に努めてまいりますので、何卒よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東部地域局長　山田　司

本県で発生した「豚熱」防疫措置支援のお礼 

防災気象情報が変わります

伊豆市危機管理センターが運用を開始しました

　伊豆市は、南海トラフ地震など大規模災害に備え「死者ゼロ」を目指す新たな

防災拠点となる危機管理センターの運用を、４月１日から開始しました。

　１階には支援物資などをトラックから直接荷下ろしできるトラックヤード、災害

などの緊急情報を一斉に発信できる災害用無線室やコミュニティＦＭが置かれ

ています。2階には災害発生時の司令室となる情報機器等を備えた災害対策室、

3階は備蓄倉庫などが設置されています。 （担当：鈴木）

詳細は
こちらから

（気象庁HP）

災害発生
又は切迫

気象状況悪化

災害の
おそれあり

災害の
おそれ高い

今後気象状況
悪化のおそれ

　出典：防災情報のページ（内閣府）


